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                 【お問い合わせ】 九州大学大学院医学研究院ヒトゲノム幹細胞医学分野 教授 

                      林 克彦（はやし かつひこ） 

                                   Tel: 092-642-4844 FAX: 092-642-4846  

Mail: hayashik@hgs.med.kyushu-u.ac.jp 

  

マウス多能性幹細胞から機能的な卵巣組織の再生に世界で初めて成功！ 

〜卵子の産生に動物由来の体細胞が不要に〜 
 
 

(参考図） 

(左図)マウス ES 細胞から卵子

を含む卵巣組織の分化誘導法の

概略。 

(右上)卵母細胞（緑・青）を支

持細胞（赤）と莢膜細胞（白）

（ともに卵巣体細胞）が覆う卵

胞構造が多数形成される。 

(右下)再構築卵巣から得られた

卵子を受精して作出されたマウ

ス。 

九州大学大学院医学研究院の林克彦教授、吉野剛史助教、理化学研究所生命医科学研究センター

の鈴木貴紘上級研究員らの研究グループは、世界で初めてマウスの多能性幹細胞(※1)から卵巣組

織を再構築し、それらから機能的な卵子を作出しました。 

 林教授らの研究グループはこれまでに、マウスの多能性幹細胞を生殖細胞のもとである始原生

殖様細胞(PGCLCs)(※2)に分化させることに成功していました。しかし PGCLCs を卵子に発生させ

るには、胎仔卵巣(※3)の体細胞を必要とするためにヒトなどへの応用は限られていました。 

本研究では胎仔卵巣の体細胞と似た細胞（FOLSCs）(※4)をマウスの ES 細胞から分化誘導する

ことに成功しました。FOSLCs により作られた細胞環境下では、ES 細胞から分化誘導した PGCLCs

は卵胞という特殊な構造に包まれて卵子にまで発生しました。その発生過程は生体内の発生の様

子と極めて良く似ており、得られた卵子は受精によりマウス個体に発生しました。そして、これ

らのマウスは繁殖可能な成体にまで成長しました。すなわち、マウスの卵子の産生には胎仔に由

来する体細胞は必要なくなり、ES細胞のみから卵子を含む機能的な卵巣組織を再構築できること

を示しています。 

 ヒトや絶滅危惧種を含むさまざまな動物の多能性幹細胞から PGCLCs 誘導が世界各国で試みら

れていますが、いずれの種においても胎仔卵巣は取得困難であり、卵子作製のためには大きな障

壁となっていました。本研究成果はその障壁を取り除く大きな成果となります。また卵巣は個体

の性を決定する内分泌器官としての側面ももちます。本研究の卵巣組織の再生技術は、卵子の産

生のみならず、卵巣に関わる様々な疾患の原因究明にも寄与すると思われます。 

 本研究成果は、2021年 7月 15(木)14時（米国時間）に『Science』にオンライン掲載されまし

た。 

研究者からひとこと：卵巣の体細胞の発生の仕組みは

十分にわかっておらず、ES 細胞からの分化誘導も困難

なことが多くありました。この研究で様々な試行錯誤

の末に、卵巣の体細胞を分化誘導できたことを嬉しく

思います。 

この成果をもとに様々な動物の生殖巣を再構築し、発

生学、生殖工学、性分化研究に貢献できるよう、一層、

励みたいと思います。 林克彦教授 吉野剛史助教 



＜用語解説＞ 

(※1) 多能性幹細胞 

体のあらゆる細胞になれる細胞。具体的には胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）など

が挙げられる。これらの細胞は体外培養で無限に増殖する。 

 

(※2) 始原生殖様細胞(PGCLCs) 

多能性幹細胞から体外培養で分化誘導した始原生殖細胞とよく似た細胞。Primordial Germ Cell-Like 

Cellsの略。始原生殖細胞はすべての卵子や精子のもととなる生殖細胞の源の細胞。 

 

(※3) 胎仔卵巣 

胎仔の中で発生の過程にある卵巣。将来の卵巣になるために生殖細胞を含めた多くの前駆体細胞を含む。 

 

(※4) FOLSCs 

多能性から体外培養で分化誘導した胎仔卵巣とよく似た細胞。Fetal Ovarian Somatic Cell-Lie Cells

の略。卵胞を構成するすべての細胞種が含まれる。 
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＜お問い合わせ先＞ 

【研究内容に関すること】 

九州大学 大学院 医学研究院 ヒトゲノム幹細胞医学分野 教授 

林 克彦（はやし かつひこ） 

Tel: 092-642-4844 FAX: 092-642-4846  

Mail: hayashik@hgs.med.kyushu-u.ac.jp 

 

【報道に関すること】 

 九州大学 広報室 

 TEL：092-802-2130 FAX：092-802-2139 

Mail：koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 

  

理化学研究所 広報室 報道担当 

Mail：ex-press@riken.jp 

 

 

 

 


